
6平成27年6月定例会　はえばる議会だより190号

賛
否
・
意
見
書

｢
安
全
保
障
関
連
法
案｣

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

  
賛
否
分
か
れ
る 

賛
成
多
数
で
可
決　
※
意
見
書
は
一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
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○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：宮城清政議員は議長のため採決に加わっていません

　

安
倍
内
閣
が
提
出
し
た
「
安
全
保

障
関
連
法
案
」
は
政
府
の
判
断
で
他

国
の
行
う
武
力
行
使
に
参
加
す
る
こ

と
を
可
能
と
す
る
法
案
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
憲
法
解
釈
で
は
「
海

外
で
の
武
力
行
使
は
認
め
ら
れ
な

い
」
と
さ
れ
た
。

　
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
は
日
本

に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
な
く
て
も
政

府
が
「
存
立
危
機
事
態
」
と
判
断
す

れ
ば
武
力
行
使
で
き
る
。

　

日
本
国
憲
法
は
戦
争
と
武
力
行
使

を
永
久
に
放
棄
し
、
戦
力
保
持
を
禁

じ
、
交
戦
権
を
否
定
し
て
い
る
。
前

文
と
第
9
条
に
も
恒
久
平
和
主
義
を

規
定
し
て
い
る
。
法
制
へ
の
改
変
は

憲
法
違
反
で
あ
り
許
さ
れ
な
い
。

　

70
年
前
、
本
町
も
当
時
の
村
民
の

39
％
が
戦
死
し
た
。『
ふ
た
た
び
あ

や
ま
ち
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
』
と
の

決
意
を
こ
め
（
南
風
原
町
非
核
地
域

に
関
す
る
宣
言
）、
安
全
保
障
関
連

法
案
の
廃
案
を
求
め
る
。

提
出
者　

大
城
毅

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣　

他

所
得
税
法
第
56
条
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書

　

所
得
税
法
第
56
条
で
は
家
族
従
業

者
へ
の
対
価
支
払
い
は
必
要
経
費
に

認
め
て
い
な
い
。「
自
家
労
賃
を
必

要
経
費
」
す
る
よ
う
廃
止
を
求
め
る
。

提
出
者　

赤
嶺
奈
津
江

30
人
以
下
学
級
の
早
期
完
全
実

現
の
た
め
の
意
見
書

　

30
人
以
下
学
級
の
早
期
実
現
を
国

の
責
任
で
行
い
、
人
的･

財
政
的
措

置
を
行
う
こ
と
。

提
出
者　

上
原
喜
代
子

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
拡
充
及

び
教
育
条
件
整
備
の
意
見
書

　

国
の
補
助
金
が
な
く
な
る
と
自
主

財
源
の
厳
し
い
地
域
は
教
育
に
十
分

な
予
算
を
回
せ
な
い
。
教
育
条
件
の

地
域
格
差
が
生
じ
る
た
め
拡
充
を
要

望
す
る
。

提
出
者　

赤
嶺
雅
和

原
案
へ
の
反
対
討
論

○
赤
嶺
奈
津
江

　

世
界
情
勢
は
激
変
し
、
領
空･

領

海
侵
犯
や
テ
ロ
も
起
こ
っ
て
い
る
。

法
案
の
慎
重
審
議
は
必
要
で
あ
る

が
、
廃
案
に
す
れ
ば
い
い
と
い
う
問

題
で
は
な
い
た
め
反
対
す
る
。

○
浦
崎
み
ゆ
き

　

国
民
を
守
る
隙
間
な
い
防
衛
体
制

を
整
備
す
る
法
案
で
あ
る
。
国
際
社

会
の
平
和
を
目
的
と
し
て
い
る
。
憲

法
9
条
の
枠
を
超
え
る
も
の
で
は
な

い
。

原
案
へ
の
賛
成
討
論

○
宮
城
寛
諄

　

自
国
の
存
続
危
機
を
政
府
が
判
断

し
た
場
合
に
、
自
国
が
攻
撃
さ
れ
て

い
な
く
て
も
友
好
国
の
戦
争
に
自
衛

隊
を
派
遣
で
き
る
。
日
本
の
若
者
が

戦
争
で
人
を
殺
し
、
殺
さ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
法
案
は
戦

争
法
案
で
あ
る
た
め
原
案
に
賛
成
す

る
。

陳
情
を
受
け
委
員
会
で
審
議
し

本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
、

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。


